
海外安全対策情報（２０１４年４月～６月分）

在サンクトペテルブルク日本国総領事館

１ 社会・治安情勢

当地では社会・治安情勢は比較的安定しているものの，政府に対する抗議活動や民族

主義団体等による集会・デモは頻繁に発生しており，治安当局による集会・デモ参加者

への拘束事案も発生しており注意を要する。

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向

国家統計庁が発表した２０１４年１月から５月におけるサンクトペテルブルク市（１）

及びレニングラード州の犯罪発生件数は２４，１５３件，前年同期比１０５．９％

となっている。

犯罪種別の内訳は以下のとおり。

殺人（未遂を含む） １２６件（前年同期比 １００．８％）

重傷傷害 ２１７件（ ９０．０％）

強姦 ２８件（１１２．０％）

強盗（武器使用） ２８２件（ ８１．７％）

強盗（武器未使用）１，１２１件（ ８０．５％）

窃盗 ９，４１８件（１１８．８％）

詐欺 １，１９５件（ ８５．８％）

薬物不法取引 ６，００７件（ ９９．９％）

当地における邦人窃盗被害の多くはスリであり，バスや地下鉄利用時や観光スポッ

ト周辺において狙われることが多いことから，公共交通機関の利用を避けたり，観光

スポット周辺では身の回りに注意する等の防衛策が必要となる。

又，パスポートの盗難被害に遭う邦人が多いため，パスポートは財布等と分けて保

管したり，不要の際はパスポートのコピーを携帯する（当地においては賄賂目的以外

で当局からパスポートの提示を求められることは希である）等，パスポートの紛失・

盗難に心がける必要がある。



（２）邦人被害事案

ア ４月中旬，旅行者がネフスキー大通りを歩行中，いつのまにか肩掛けカバンが開

いていたので中を確認すると，財布（現金８００米ドル，３０００ルーブル，クレ

ジットカード２枚，キャッシュカード１枚在中）とカバンを結着していたチェーン

が切られ，財布が無くなっていた。

イ ４月下旬，旅行者が地下鉄に乗車しようとしたところ，前方にいたロシア人１名

と後方にいた３名に挟まれて車両内に押し込まれた。車内でロシア人と後方の男が

小競り合いをするように体を押しつけてきた。男らが降車し，確認したところ，ズ

ボンの後ろポケットに入れていた財布（現金６，０００ルーブル，銀行キャッシュ

カード３枚，クレジットカード１枚等在中）が盗まれていた。

ウ ４月下旬，旅行者が地下鉄「プローシャチ・ヴァスターニヤ」駅にて地下鉄に乗

り込もうとしたところ，ロシア人４名に囲まれるようにして押し込まれた。ロシア

人４名が次の駅で降車したため，確認したところ，手提げカバンに入れていた財布

（現金１３８米ドル，１７２元，５００円在中）が盗まれていた。

エ ５月上旬，出張者がネフスキー大通りを歩行中，２人組のロシア人がパンフレッ

トを売りつけにきた。男たちが離れた後，カバンに入れていた財布（現金１０万円

相当のルーブル，クレジットカード２枚等在中）が盗まれているのに気づいた。

オ ５月上旬，旅行者がエルミタージュ美術館内で鑑賞中，いつのまにかリュックサ

ックのチャックが開けられ，中から財布（キャッシュカード等在中 ，携帯電話が）

盗まれていた。

カ ５月下旬，旅行者が「血の上の救世主」教会付近路上を歩いていたところ，外国

人２人組がパンフレットを広げて売りつけてきた。男たちはすぐに立ち去ったが，

不審に思い確認すると，上着の左胸ポケットに入れていた財布（現金１２，０００

， ， ） 。ルーブル キャッシュカード３枚 クレジットカード２枚等在中 が盗まれていた

キ ６月中旬，旅行者が「血の上の救世主」教会付近路上を歩行中，肩掛けにしてい

たカバンのファスナーが開いていたので中を確認したところ，財布（現金１５，０００

ルーブル，クレジットカード２枚等在中）が盗まれていた。



ク ６月中旬，旅行者が地下鉄「ネフスキー・プロスペクト」駅にて地下鉄に乗り込

もうとしたところ，ロシア人と中央アジア系のグループに囲まれ，上着の内ポケッ

トに入れていた財布（現金６万円，６，０００ルーブル，クレジットカード２枚等

在中）を盗まれた。

ケ ６月下旬，旅行者がネフスキー大通り沿いのアドミニストラル駅付近にある停留

所からモスクワ駅行きのトロリーバスに乗車したところ，いつの間にか左脇に挟ん

。 （ ， ，でいたカバンのチャックが開いていた 確認すると財布 現金４ ０００ルーブル

クレジットカード１枚，キャッシュカード１枚等在中）が盗まれていた。

コ ６月下旬，旅行者がサンクトペテルブルク市内のレストランで食事中，椅子にか

けていたカバン（財布，携帯電話等在中）が盗まれた。

（３）邦人以外の被害事案

ア 殺人・殺人未遂

（ア）４月上旬，市内クラスノグヴァールジェイスキー区のカフェにてケンカが発生

し，２人が刃物で腹部を刺され，１人が下腿部をエアーガンで撃たれて病院に運

ばれた。

（イ）４月中旬，市内中央区のホステル内で，３２歳の無職の男が１７歳の少年と口

論になり，刃物で少年を刺した。少年は病院に搬送されたが重体である。犯人は

逮捕された。

（ウ）４月中旬，市内クラスノセルスキー区の路上にて１６歳の少年が１４歳の少年

と口論となり，１６歳の少年が相手を刃物で刺した。被害者は病院に搬送された

が重体である。犯人の少年は逮捕された。

（エ）５月上旬，地下鉄「プロスペクト・ヴェチェラノフ」付近の路上において，ダ

ゲスタン人の男と，アゼルバイジャン人の男性が口論となり，ダゲスタン人が外

傷性けん銃を相手に向け数回発砲した。犯人は逃走した。

（オ）５月下旬，レニングラード州ガチンスキー区の路上で４１歳のエストニア国籍

の男と４８歳の男性が口論となり，エストニア国籍の男が相手を刃物で刺した。

被害者は病院に搬送されたが死亡した。



（カ）６月上旬，市内ヴィボルグスキー区の売店にて店員と客が口論となり，客が店

員の腹部を刃物で刺し，逃走した。被害者は重傷を負い，病院に搬送された。

イ 強盗

（ア）４月上旬，市内沿海区のインターネットショップ事務所に強盗が押し入り，店

員の腕をプラスティック製ストラップで縛り，レジ及び金庫から合計９３，０００

ルーブルを奪い逃走した。

（イ）４月中旬，市内クラスノセルスキー区のアパートの一室に３人組の強盗が押し

入り，家人を猟銃やけん銃で脅し，現金１２万ルーブル，宝飾品，携帯電話等，

時価合計約２３万ルーブルを奪い逃走した。

（ウ）４月下旬，市内中央区のウラジーミルスカヤ広場において，強盗が乗り合いタ

クシーの運転手に暴行を加え，売上金１８，０００ルーブルを奪い逃走した。被

疑者（無職男性）は後日，逮捕された。

（エ）５月上旬，市内中央区の宝石店に覆面をした強盗が押し入り，店員を脅し，シ

ョウケースを破壊して宝飾品を奪い逃走した。

（オ）５月上旬，市内クラスノグヴァールジェイスキー区の寿司店に２人組の強盗が

押し入り，けん銃様の物で店員を脅し，レジから２４，０００ルーブルを奪い逃

走した。

（カ）５月上旬，市内モスコフスキー区の宝飾店に２人組の強盗が押し入り，けん銃

様の物で店員を脅し，宝飾品を奪い逃走した。

（キ）５月中旬，市内フルンゼンスキー区の携帯電話販売店に２人組の覆面をした強

盗が押し入り，けん銃様の物で店員を脅し，売上金３０，０００ルーブルを奪い

逃走した。

（ ） ， ， ，ク ５月下旬 市内中央区の宝石店に強盗が押し入り けん銃様の物で店員を脅し

宝飾品２点を奪い逃走した。

（ケ）５月下旬，市内アドミラルチェイスキー区の売店に２人組の強盗が押し入り，

店員に暴行を加え，売上金を奪い逃走した。

（コ）５月下旬，市内カリーニンスキー区の路上にて乗客を装った２人組の強盗が乗



り合いタクシーの運転手をけん銃で脅し，売上金約１８，０００ルーブルを奪い

逃走した。

（サ）６月上旬，市内ワシーリエオストロフスキー区の路上にて強盗が１８歳の男性

を釘が打ち込まれたこん棒で脅し，現金１，５００ルーブル及び携帯電話を奪い

逃走した。犯人は後日逮捕された。

（シ）６月中旬，市内モスコフスキー区の宝石店に強盗が押し入り，店員を店外に追

い出した後，ショウケースを破壊して宝飾品を奪い逃走した。

（ス）６月下旬，市内モスコフスキー区の携帯電話点に強盗が押し入り，店員をけん

銃様のもので脅し，現金１２６万ルーブルの入った袋を奪い逃走した。

（セ）６月下旬，市内沿海区の宝石店に５人組の覆面をした強盗が押し入り，店員を

けん銃様のもので脅し，ショウケースを破壊して宝飾品を奪い逃走した。

ウ 強姦

（ア）４月上旬，市内モスコフスキー区の路上にて，１３歳の少女が何者かに強姦さ

れた。後日，２２歳のダゲスタン人が被疑者として逮捕された。

（イ）５月上旬，レニングラード州ロマノソフ市にて１４歳の少女が強姦された。後

日，４１歳の地元の男が被疑者として逮捕された。

（ウ）５月下旬，市内アドミラルチェイスキー区のアパート内で１７歳の少女が強姦

された。後日，２６歳のエジプト国籍の男が被疑者として逮捕された。

（エ）５月下旬，市内沿海区の海岸で８歳の少女が何者かに強姦された。犯人は逃走

しており，現在，捜査中である。

３ テロ・爆発事件発生状況

４月上旬，市内沿海区の小学校に爆弾を仕掛けた旨の電話があった。警察は生徒等

１５０人を非難させ検索したが，不審物の発見には至らなかった。

４ 誘拐・脅迫事件発生状況

特になし。



５ 日本企業の安全に関わる諸問題

特になし。


